
基礎学力の定着に向けた目標設定・授業改善・評価の一体的取組の推進

～「高校生のための学びの基礎診断」等の効果的な利活用～
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令和元年１０月２３日（水）

石川県立松任高等学校



１ 本校の取組について （６分）

２ 取組に対する成果について （６分）

※当日スライドのみ

３ 「学びの基礎診断」等の効果的な利活用

（８分）
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平成３０年度 事業概念図
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(1)基礎学力定着推進委員会の定期的開催
・校長からの指導、各担当者からの実践報告、事業の分析
と計画の見直し等を実施

(2) ＩＣＴ機器活用による授業改善
・生徒の学ぶ意欲を喚起し、改善内容を共有

(3) 「主体的・対話的で深い学び」の視点に立っ
た授業実践
・学習システム「ＳＴＵＤＹＮＥＴ」（シャープビジネス
ソリューション）を使用した双方向型の授業の導入
・ペア、グループ学習等を積極的に取り入れ、主体的・協
働的に学習できる授業を実践

１ 本校の取組 （１２項目の概要について）
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(2)(3)についての分析方法
・定期的な生徒による授業アンケートや授業改善実施後
の形成的アンケートで常に分析、情報共有し、その内容を
全職員に広報し、タイムリーな授業改善をすすめる

主体的・対話的で深
い学びアンケート アンケート分析結果広報
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(4) 家庭学習の習慣化に向けた仕組みの構築

・家庭学習等調査票による家庭学習時間や生活リズムの定
期的実施とその結果分析、個人推移票による生徒の振り返
り及びＨＲＡによる個人面談や保護者懇談会での指導

・「家庭学習強化期間」の保護者へのメール配信、「基礎
学力だより」の配布、
ホームページへの掲載、
Classi活用、校内放送、
ポスター掲示、
ＰＴＡとの連携

・振り返りシートや教
科面談シートを活用し
教科担当者との面談も
実施

生徒個人推移票
で振り返り

校内放送と
基礎学力だより配布
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(5) 「学力スタンダード」による基礎学力の共通
理解と指導改善のＰＤＣＡサイクル

・学力スタンダード（指導計画書）を作成、検討し、学
習指導要領の各内容項目に対して、どこまで深く教え育
むのかという到達目標を明確化

・教科会で共通理解を
図り、習熟度別指導の
工夫や授業改善に活用

・学習改善を図るため
のＰＤＣＡサイクルを
構築し、評価と改善を
継続

本校数学科の「学力スタンダード」例

基礎 応用 発展 手立て 到達度
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(6) 「基礎学力はくさん」による地域連携の取組

・地域の小中学校の授業参観、本校の授業公開により学
習・生活の両面において小中高の指導の連携

・大学との授業交流による高大連携により基礎学力定着の
ための指導改善について情報交換および研究

・小中学校で行われている「全国学力・学習状況調査」の
分析や授業改善のＰＤＣＡサイクル等を参考にし、学力向
上に向けたＰＤＣＡサイクルの構築について組織的・継続
的に推進できる体制づくり

中学校におけるＰＤＣＡ 小学校におけるＰＤＣＡ



基礎学力定着の現状把握するために、主に、基礎力診断
テスト及び実力診断テストを活用している。

４月 基礎力診断テスト

新入生の状況把握 義務教育範囲の定着確認 高校生活の目標づくり

６月 実力診断テスト

記述力の状況把握 夏季休業前の進路目標と進路可能性の把握

夏季休業計画の立案

９月 基礎力診断テスト

基礎学力定着の成長・変化の確認 学習力・学習習慣等の確認

11月 実力診断テスト

進路目標の設定 記述力の状況把握

１月 実力診断テスト

１年間の振り返りと０学期スタート 進路目標への到達度の確認

生徒の進路目標が多様なため、基礎学力定着と進路実現を
同時に目指したテスト計画となっている。 9

(7) 基礎力診断テスト・実力診断テストの実施



• 2019年度版
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(7) 基礎力診断テスト・実力診断テストの実施
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(8) ＰＤＣＡサイクル
の確立と成果の普及

・「基礎力診断テスト」
等のアセスメントごとに、
各教科でＰＤＣＡシート
等を活用し、結果分析と
計画の見直し

・それらの分析結果や今
後の指導方法について、
基礎学力定着推進委員会
や教科、分掌、および全
教員で情報共有
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(9) Ｃｌａｓｓｉ（クラウドサービス）の活用

 

 

 

学習記録の入力、Ｗｅｂドリル、

学習動画の活用で基礎学力定着を！ 
 

・生徒の家庭学習時間、生活リズムの把握、コミュニ
ケーション機能による個別指導、Ｗｅｂドリル、学習動
画等による基礎学力定着

・長期休業中における課題配信、生徒の学習状況把握お
よび個別指導、課題テスト等への活用

啓蒙ポスター 学習動画の活用

夏季休業中の家庭
学習時間把握



(10) プロジェクトＡ、Ｂによる指導方法の標準化
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・プロジェクトＡを定期的に開催し、授業規律の確保、
効果的な指導方法、適切な評価方法を学校として標準化

・プロジェクトＢでは、３年間を見据えたキャリア教育
計画を編成したマップを作成し、Ｒ１より実践

・授業規律アンケートを定期的に
実施し、その結果を全職員で情報
共有し、指導の改善に活用

授業規律アンケート



(11) 「高校生のための学びの基礎診断」の「試
行調査」を実施

・事前の校内研修会をした後、「試行調査」を実施

・ＣＢＴ方式や、ＰＢＴ方式、タブレット方式等による
テストを体験し、新傾向テストにふれた生徒の学びの意
識の変化

・「学びの総合調査」モニター調査（株式会社ベネッセ
コーポレーション）も受験し、「思考力・判断力・表現
力」を問う新しい形式の問題を体験
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(12) 「調査研究事業検討会議」の開催

・地元の金沢大学、金城大学、近隣の中学校、企業等の
専門家や有識者に、本事業に対して専門的な見地から、
指導、助言、評価、進捗状況の管理・監督を依頼
・調査研究事業検討会議での指導、助言を、すぐに校内
で共有し、各科、分掌、担当でフィードバック



測定及び分析から見えた成果と課題
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【成果】
(1) 基礎学力定着推進委員会で各教科、分掌の取り組みの研究や情報
共有を行うことにより、組織的な取組体制が構築され、テストやアン
ケート結果の数値として成果が表れた。
(2) 家庭学習の習慣化の取り組みを充実させることにより、家庭学習
時間の増加がみられ、予習・授業・復習、提出物等への生徒の意識が
高まった。
(3) 学校全体でＩＣＴ機器活用やＡＬ型へ授業改善を進めたため、生
徒の授業評価も上がり、興味・関心や協働学習への意識が高まった。

【課題】
(1) 新学習指導要領における資質・能力（三つの柱）の育成に向けての
指導方法、評価規準やそのための三年間の指導計画については研究中
である。
(2) 一部の生徒は、資質・能力を含めた基礎学力がまだ定着していない
ので、その対策として、さらなる授業改善を進める必要がある。
(3) 「高校生のための学びの基礎診断」に向けて、地元の小中学校と
「基礎学力はくさん」において、さらに連携した研究を進める必要が
ある。
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調査研究事業の取り組みにより学校、生徒がどう変わったのか

【学校・教員】
(1) 基礎学力定着を目指すため、すべての教員が学校組織の中で、それぞれの
立場を認識し、組織の一員として積極的な取り組みを行えるようになった。
(2) 生徒と教員の信頼関係が確立され、授業改善、課題作成、試験問題作問、
個人指導などを、計画的に実践できるようになってきた。
(3) プロジェクター、ＰＣ、ｉＰａｄ、デジタル教科書、ペア・グループ学習
などを、すべての年齢層の教員が実践するようになり、授業改善が進んでいる。

【生徒】
(1) かなりの生徒が、授業や家庭学習の重要性を認識し、自己の基礎学力向上
のために努力できるようになってきた。
(2) 学習習慣を身に付け、基礎学力の定着が進むにつれ、主体的に学習に取り
組む生徒や、自己肯定感を持つ生徒が増えて来た。
(3) 授業中の発表・質疑応答、放課後の質問、自習室での自習、模試の積極的
受験、模試結果の振り返りなど、これまで本校では見られなかった生徒の活動
が行われるようになった。



授業・補

習・ドリル

模試

受験

校内

テスト

3「学びの基礎診断」等の効果的な利活用について

・生徒にとって

× テストは良い点をとらなければならない

◎ テストでの結果が自分の何とつながるのか

・先生にとって
× アセスメントで点を取らせるために
◎ アセスメントの結果で改善点を探る

卒業後の自分



Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

Ａ

Ｐ

Ａ

Ｐ

年度途中での見直し・目標の再共有

学びの基礎診断

生徒

教員

互見

管理職
我々は何のために
これをしているのかを
常に問いかける

模試結果

2018年9月時点でのＰＤＣＡ図。
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「学びの基礎診断」と新しい時代に必要な資質・能力
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全員対象 希望者対象

４月 基礎力診断テスト

５月

６月 実力診断テスト

７月 総合学力テスト

８月

９月 基礎力診断テスト

１０月 総合学力テスト

１１月

１２月

１月 実力診断テスト（＋英語スピーキングテスト） 総合学力テスト
（＋英語スピーキングテスト）

２月

３月



(例) 9月基礎力診断テスト一連の動き
日程 One week ﾄﾗｲｱﾙ テスト対策 授業・補習

1学期最終日 冊子を配る

夏休み補習 普通科＋D3生徒対象 Classiでの課題配信
メッセージ配信

7月進研復習プリント、
授業ノート、事前ドリル
での横断学習

夏休み登校日 ①提出日
（確認、解答配布）

2学期初日 ②提出日
（確認、助言・返却）

校内課題テストで
対策問題出題

土曜補習 解説・解き直し
＋α学習

課題テストの解説
One weekの復習

7月補習の復習
重点項目の提示

基礎力テスト
当日

③提出日
（自主学習確認）

答案を問題冊子に転
記・自己採点

結果送付後 振り返りドリル
GT分析報告会

授業内で復習
定着をはかる

7

月

8

月

9

月

10

月
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教科担任面談後サイン
教科面談シート 学習時間集計表

21ホーム担任コメント

定期試験期間



９月・基礎力診断テストの
結果を受けて

個人成績表を見ながら
書き込みをする

ＧＴ成績分析報告会（集会）→ 教室掲示・保護者通信
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ＰＤＣＡをうまくまわすために

•「学びの基礎診断」対応版のアセスメントを一年に複
数回実施する意図→アセスメントの度に学校の状況を
確認し、授業や生徒指導など様々な面を軌道修正でき
る。

•誰がＰＤＣＡを回すのか→「生徒←教員←管理職←保
護者」であり、誰か一人が担当して回すものではない
し、どこか一か所だけで回すものでもない。それぞれ
の努力・工夫が必要だが、教員間の共通理解は必須。

石川県では「若手教員早期育成プログラム」で教員の資
質能力向上に着手
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若手教員早期育成プログラムの様子
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学校設定目標を達成す
るために、一人一人の
教員の資質能力の育
成・向上は重要。
石川県では、学びの場
としての「箱」を提供
し、このプログラムで
どのような事例・内容
を扱うかについては各
校の裁量に任せてくれ
ている。
現場がフレキシブルに
運用できるような配慮
がなされていることに
より、実践的かつ実効
性を伴う議論ができる。



機能している部分は？

あの人は何が得意？

そもそも目標は何だった？

欠如部分の立ち上げ

停滞部分の立て直し

機能部分の促進

適材適所であること
↓

教員の主体性・能力発揮
不安要素・弱点の補強

〈Self management〉 〈Evolutionary purpose〉

〈Wholeness〉
〈管理職による

コンセンサス〉

情報は透明化されてる？
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